
暖房の状況

学年 室温 １か２に○

組 （　）に使用器具

種類　ｽﾄｰﾌﾞなど

　　１　使用
（　　　　　　　）

人 ｐｐｍ 　　２　未使用
　　１　使用

組 （　　　　　　　　）

人 ｐｐｍ 　　２　未使用
　　１　使用
（　　　　　　　　　）

人 ｐｐｍ 　　２　未使用
　　１　使用

組 （　　　　　　　　　）

人 ｐｐｍ 　　２　未使用

　

　　　　 温度　　18℃以上　28℃以下であることが　望ましい

授業

終了直前

【参考】　　 二酸化炭素（ＣＯ２）：その濃度は  1500ppm以下であることが望ましい

検査日時：　　　  年　  　月　　　日　       曜日　     　時　 　  分　　　　　　　　天気：　　　　　　　

校庭側・出入口側開閉状
況

（開いていたら○、閉まっ
ていたら×）

℃

授業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　年　　　　　月　　　　日

教室の二酸化炭素検査結果報告書

℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校薬剤師　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　                  　　　　　　　　　様

ＣＯ２濃度

　　　時　　分

校庭側

出入口側

出入口側

検査対象時 検　査　時　刻 在室人数

開始直後

授業

終了直前

開始直後

校庭側

【指導内容・事後処置】

　　　時　　分

校庭側

出入口側

　　　　　　　　　　　　(特定建築物に対応する学校では、1000ppm以下）

℃

℃

　　学校NO．　　　　　　　学校名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

授業

　　　　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人　姫路薬剤師会 学校薬剤師部    　　　　　　　　　　　  5年間保存

　　　時　　分

　　　時　　分

校庭側

出入口側


